


同窓会会長　　秦　寛房実 （平成8年卒業）

平素は箕面学園同窓会の活動に際し、ご理解とご協力を賜り誠にありがとうございます。

本年は丙の午年、火の勢いが強く積極的に動いたり、新しく物事に挑戦していくのが良い

と言われています。私も今までしたことのない事にチャレンジしてみようかと思います。

さて、昨年嬉しい報告をいただきました。バスケットボールクラブが初の全国大会出場です

ウィンターカップといい、大阪府内の高校200校を超える参加の中、見事優勝を勝ち取り

ました。一昨年も準優勝と素晴らしい結果でしたが、ついに念願の全国大会出場を果たし

てくれました。全国大会では惜敗しましたが箕面学園の名を全国に轟かせて頂き大変

嬉しく思います。今年度も頑張ってください。箕面学園では卒業生のお子様,お孫様、兄弟入学すると
入学金の一部を免除という制度があります。少子化に伴い高校も生徒の獲得が難しくなっていると
聞いております。是非箕面学園も選択肢に入れてください。よろしくお願いします。最後に同窓会では
80周年に向け準備をしております。皆様のご参加を心よりお待ちしております。

令和7年度総会
6年度活動報告 7年度活動計画

4月7日 令和6年度高等学校入学式 4月6日 令和7年度高等学校入学式
　　　　　　　　（入学生202名・在学生347名・計549名） 　　　　　　　　　　　（入学生111名・在学生331名・計442名）

5月 春季近畿地区高等学校野球大阪府予選 4月14日 常任幹事会
5月18日 役員・常任幹事会（付議会議） 4月～5月 春季近畿地区高等学校野球大阪府予選
6月22日 同窓会総会 5回戦敗退
7月18日 クラブ援助金 6クラブ 5月17日 役員・常任幹事会（付議会議）
7月20日 S42中田氏叙勲「瑞宝単光章」祝 6月～7月 夏季選手権高校野球大阪府予選
9月 体育大会 6月21日 令和7年度　総会

10月19日 編集会議1回 会報誌26・27号 6月～7月 文化祭
11月3・７日 文化祭 校内・豊中市 ７月 寄付金

令和７年 9月～10月 秋季近畿地区高校野球大会大阪府予選
1月18日 編集会議2回 会報誌26・27号 9月～１月 会報誌28号　編集会議１・２・３回開催予定
1月27日 クラブ報奨金 ７クラブ 10月 体育大会
2月6日 編集会議3回 会報誌26・27号 令和8年

2月21日 令和6年度高等学校卒業式 1月30日 令和7年度高等学校卒業式
3月20日 会報誌発行26・27合冊

総会内容・写真 令和7年6月21日（土）午後4時からがんこ池田石橋苑にて開催

集合写真 総会写真

総会

　各議案に基づき同窓会会長、秦寛房実氏の議長選任任命、事務局長喜多宣彦氏から

　令和6年度活動報告、収支決算報告・令和7年度活動計画案・予算案・役員改選等々報告、承認された。

　その後、高等学校校長・田中先生から今後の高等学校の動き、二期制になったいきさつなどの説明がなされた。

　懇親会には新しい顔ぶれの中にも若い同窓生の参加もあり、賑やかな雰囲気のなか進行いたしました。

　また、S42年卒の中田氏宅を訪問しお祝い金贈呈などの報告が喜多事務局長からありました。

　森政彦氏からは昭和３5年入学時の学園生活等の話などを聞きどんな時代だったか想像できない若い同窓生の表情が真剣でした。

　令和9年、同窓会創立80周年を迎えますがそれに向かい実行委員会を設け準備をします。皆様のご協力よろしくお願いいたします。

　同窓会と学園が協力のもと、お互いに支援することを確認し、今後ともに躍進していくよう役員一同協力することを念頭におきながら

　最後に副会長三戸手勇介氏から学園の益々の発展と同窓会の活躍期待しながら若い同窓生が参加できる会となるように一本締

　をし、役員一同努力をしてまいります。どうか同窓生の皆様のご協力お願いいたしますと挨拶、閉宴としました。
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令和6年度　収支決算書 令和7年度　予算書
自：令和6年4月1日 自：令和7年4月1日
至：令和7年3月31日 至：令和8年3月31日

1，一般会計 1，一般会計

収入の部 （単位：円） 収入の部 （単位：円）
科目 決算額 科目 予算額
前年度繰越金 2,277,873 前年度繰越金 2,348,316
入会金　182 2,730,000 入会金　162 2,430,000
同窓会協力金 42,000 同窓会協力金 50,000
預金利息 512 預金利息 500
雑収入 0 雑収入 0
合計（1） 5,050,385 合計（1） 4,828,816

支出の部 （単位：円） 支出の部 （単位：円）
科目 決算額 科目 予算額
会議費 337,384 会議費 400,000
慶弔費 80,000 慶弔費 50,000
事務整備費 218,260 事務整備費 300,000
印刷費 66,451 印刷費 60,000
文具費 4,074 文具費 10,000
通信費 13,528 通信費 20,000
事務局費 240,000 事務局費 240,000
クラブ援助金 698,000 クラブ援助金 700,000
雑費 44,372 雑費 60,000
特別会計へ 1,000,000 特別会計へ 700,000
計（2） 2,702,069 計（2） 2,540,000
次年度繰越金（1-2） 2,348,316 次年度繰越金（1-2） 2,288,816
合計 5,050,385 合計 4,828,816

2、特別会計 2、特別会計
各種事業費の積立金 各種事業費の積立金
科目 　収入（1） 支出（2） 科目 　収入（1） 支出（2）
前年度繰越金 9,909,569 前年度繰越金 9,310,201
預金利息 594 預金利息 600
一般会計から繰入 1,000,000 一般会計から繰入 700,000
計 10,910,163 計 10,010,801
会報誌 1,599,962 0
次年度繰越金（1-2） 9,310,201 次年度繰越金（1-2） 10,010,801
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会報協力金のご協賛 R7/3～R8/2

学年 氏名 卒年 氏名 卒年 氏名
旧教職員 谷川　昭雄 S43 塚口　俊治 S62 堀上　洋徳
旧教職員 藤田　一郎 S43 斎藤　淳夫 S63 本石　孝之
旧教職員 増田　晃子 S44 齋藤　茂 S63 廣田　旬郎
S26 山本　喆子 S44 和田　謙一 H2 大西　力也
S30 和田　　基 S44 八木　勝 H3 陰山　忠雄
S34 川合　栄三 S44 江本　修 H5 岡　昭
S34 松本　将義 S44 西原　吉広 R5 北川　宙依
S35 髙橋　和子 S44 前辻　忠治 H6 新城　博司
S36 西山　佳宏 S45 米田　晃 H7 長谷　慎之介
S36 牧野　久雄 S45 佐久間　大道 H8 秦　寛房実
S36 吉川　晴彦 S45 大森　治夫 H8 三戸手　勇介
S36 上野　勘二 S45 木村　隆洋 H8 梶木　雅仁
S38 大川　繫一 S45 喜田　佳光 H8 七条　貴康
S38 北沢　純次 S46 畑中　法子 H9 一森　敦志
S38 前田　益男 S48 阿部　眞啓 H12 岡藤　弘之
S38 川崎　俊一 S48 門脇　昌宏 H12 中村　真一郎
S40 山田　和雄 S49 吉村　二郎 H12 磯部　璃
S40 伊藤　武和 S49 喜多　宣彦 H12 上川　亮一
S40 宇山喜　久枝 S49 安井　幸平 H15 有村　龍矢
S40 神岡　千代美 S50 梅木　章一 H12 栄藤　正太郎
S41 和田　雄次 S50 野本　國彦 H15 景山　翔宇
S42 加畑　秀雄 S51 上田　茂光 H23 桑原　結太
S42 吉田　信治 S52 秋田　仁士 H24 秦　  俊介
S42 畑中　和義 S54 西尾　桂一 H25 永石　翔吾
S42 因谷　良光 S55 伊藤　卓雄 H26 谷口　貴洋
S42 亀谷　長和 S55 佐々木　吉郎 H27 柴田　光
S42 三木　正美 S55 古家　秀幸 H29 永石　克弥
S42 吉川　明夫 S56 鎌田　寛之 H28 村田　和花
S42 大下　政一 S56 樋口　勉 H30 山嵜　隆平
S42 村田　栄一 S56 寺尾　雅哉 H31 真田　広貴
S42 加藤　修 S57 岡田　智博 R2 井上　能成
S42 東田　冨起子 S58 樽井　修二 R2 時吉  輝

令和7年度役員紹介　　(改選）
※5役については常任幹事より選出 ※●年度幹事
会長

1組 古市　智光 堀　　拓真
2組 本田　有樹 森村　一斗

事務局長 3組 佐藤　　光 田中　大貴
事務局長補佐 4組 市野　雛乃 堀居　愛茉

5組 箱崎　佑樹
　　6組　● 小川　翔希 尾崎　月音

森　政彦 笹木　整 7組 西　　あげは 藤春　竜月
吉田　信治 山崎　実友
加畑　秀雄 後　裕之
柳生　健一 角田　昌生
北　典弘 古川　貴晃
山本　隆 紙谷　幸弘
川辺　浩蔵
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前田　益男
山田　和雄

常任幹事

副会長

会計監査

神岡　千代美

新幹事クラス代表秦　寛房実
樋口　勉
三戸手　勇介
喜多　宣彦　



新常任幹事就任のご挨拶
吉田　信治  ・ 加畑　秀雄 S42年卒

昭和42年卒業の吉田信治・加畑秀雄でございます。
この度、箕面学園中学・高等学校同窓会の常任幹事を拝命
いたしました。これまでの経験を活かし、微力ながら
同窓会の益々の発展に尽力してまいります。
至らぬ点も多々あるかと存じますが、皆様のご指導を
賜りますようお願い申し上げます。

寄付金贈呈 2025・8・5 箕面学園理事長大長庸祐先生に秦会長から
・ 寄付金が贈呈されました。

左から大長学園理事長・秦同窓会会長 左から

鮫島事務長・秦会長・大長学園理事長・三戸手副会長

男子バスケットボール部 全国大会へ

「SｏｆｔBａｎｋインターカップ2025
令和7年度第78回全国高等学校
バスケットボール選手権大会」　出場 於：2025・12・23～29「東京アリーナ」

同窓会から　寄付金として
R7.12.9 金一封贈呈

大阪府高等学校代表として創部以来初めての全国大会に出場。
昨年同様
阪南高等学校と決勝戦を競い勝利を収め、大阪府代表として
R7・12・23、県立高松商業高等学校との1回戦　
延長戦の結果94：90にて惜敗。

左から田中校長・秦会長

支援委員会 バスケットボール部選手

委員長　　　秦　寛房実　　同窓会会長
副委員長　 喜多 宣彦     同窓会事務局長
副委員長　 河野 郁郎　　　学校法人箕面学園常務理事法人本部長
副委員長　 田中 祥雄    箕面学園高等学校校長
特別顧問　 大長 庸祐　　学校法人箕面学園理事長・学園長
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お慶び 永年功労者

長きにわたり同窓会役員（常任幹事）として会の運営・活動等に参画して
いただきました。
ここに賞等を贈呈し感謝申し上げ今後一層のご活躍をお祈りいたします。

S36年卒業　　上野　勘二様 S38年卒業 松浦　勉様
R7.9.25 R7.10.21

訃報 ご冥福をお祈り申し上げます

卒業年 氏名 死去年 卒業年 氏名 死去年
S26 佐々木　満明 R7 S40 其部　恭之 H22
S36 荒木　広治 R4 S43 池田　薫 R1
S39 橋本　輝雄 R6 S43 斎藤　淳夫 不明

令和7年度 その他クラブの活躍

男子ハンドボール部　　近畿大会出場
ダンス部 　　　　　全国大会出場
カヌー部 　　　　　近畿大会出場

美術部 　　全国高等学校文化祭　美術・工芸の部
　　　第74回大阪私学美術展
　　　　　　立体部門・大阪府代表

　　　　箕面市民展 （2025・10/25～11/2）

　　　箕面市立箕面文化・交流センター南館
　　　第68回箕面市民展にてウインドアート展で

「青楓賞」を7名が受賞。

6



学校法人　箕面学園理事長・学園長 大長　庸祐

同窓会員の皆様におかれましては、益々ご健勝のこととお喜び申し上げます。
また、沢山の同窓生が多方面で活躍されていることは、非常に心強い限り
であります。今後とも個性を伸ばす学校作りを行い、箕面学園高等学校の
存在感を教職員とともに示してまいります。また、新たなる箕面学園高等学校
を目指して学校改革を行い、より生徒たちに魅力ある学校へ生徒たちが行
きたい学校へと変化していきます。令和7年度より三学期制から二学期制

（前期・後期）となり、特進コースを設定いたしました。学園施設のリニューアルも完成しましたので
ぜひその校舎、グラウンドで生徒たちが躍動姿をぜひ見に来ていただきたいと思います。
クラブ活動も益々活発になり、結果を残してきており、近畿大会はもちろんのこと、全国大会にも
出場いたしました。大学入試においても成果が出てきています。ますます学園にパワーが溢れてきたと
実感しており、非常に嬉しく思っています。学園創設者の塩川利員先生の「生徒には親切に丁寧に」
この言葉を大切にして、今後も学園運営に努めて、学園全体で卒業生が帰ってくる学園を目指して
日々努力してまいります。同窓生の皆さんも是非学園に来ていただいて、ご自身の目で現在の
学園の様子、また変化していく様子を見ていただきたいと思います。今後も引き続き、学園改変に
取り組み、努力していきたいと思っています。最後になりましたが、これからも同窓会深山会の皆様
とともに発展していきたいと考えておりますので、今後とも皆様の御支援・御協力をお願い申し上げ
ます．

深山会に寄せて

箕面学園高等学校校長 田中　祥雄

同窓会の皆様には、日ごろから本校の教育活動に多大なるご協力を賜りありがとう

ございます。私立学校を取り巻く社会環境もめまぐるしく動き、厳しい状況であります。

少子化はもとより教員不足、また国からの私学無償化と大阪府の教育行政もR8年度

からの私学授業料無償化に伴う授業料の上限制限等、厳しい環境であります。本校は

R8年度より大きく改編いたしますスクールポリシーとして建学の精神である「初心忘る

べからず」「自疆不息」に加えて、「自立と感性」といたしました。V（変動）U（不確実）C（複雑）A（曖昧）の時代、

自分自身の判断で自分の未来を切り開く失敗を恐れず、逆境にも冷静にチャレンジしていく力を養って行く教育を

実践していきます。特進・総合・アスリートのコース制を導入し、二期制・45分7限授業など学校と生徒の関わりを

より深く・広くする教育活動です。学年を超え、教科を超え、セミナーにおいては教員と生徒がともに探求いていく

講座を実施していきたいと考えております。生徒達が「なぜ」「どうして」「どうしたらいい」と自らが気づけること

が大切だと考えております。最後になりましたが、今年度はバスケットボール部がウインターカップに「大阪代表と

して出場するに当たり、多大なご支援を賜り、改めて感謝とお礼を申し上げます。今後とも、本校の教育活動により

一層のご協力をお願い申し上げるとともに、同窓会の益々のご隆盛をお祈り申し上げます。

学園の状況
卒業生の進路状況 退職された教職員

　　　　令和6年度　 （令和7年3月31日現在） （令和7年3月31日付）
区分 男子 女子 　合計 　中村　　彩

　成瀬　有華
進学 大学 83 13 96 　西尾　健佑

短期大学 3 3 6 　川端　青
専門学校 30 9 39 　平瀬　楓

就職 公務員 2 0 2 　下川　ななせ
企業 27 6 33 　大谷　寛

その他 1 0 1 　田所　さゆり
未定 1 0 1 　田中　政範
家事従業 1 3 4 着任された教員
合計 148 34 182 （令和7年4月1日付）
在学生調べ

　　　（令和7年5月1日現在） 家庭科 　岸田　陽花
学年 男子 女子 合計 英 　語 　佐竹　李美果
1年 95 16 111 英　 語 　佐藤　雪奈
2年 153 27 180 英 　語 　下田　さおり
3年 135 16 151
合計 383 59 442
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